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5．　サラ金問題
　ごく最近，消費者金融業界の問題としてクローズアヅプされているのは，い
わゆるサラリーマソ金融である。ことに〈2＞でみたように銀行による新型ロ
ーンの開始，すなわちキャッシュ・カードを媒体にした小口金融への進出が，
サラ金業界に大きな影響を与えていることは事実である。銀行の新型目一ンの
金利ば，既述のように年9％であるから，もしもこれがこんご大々的に遂行さ
れるようになれば，金利のきわめて熟・サラ金業は競争の上で不利な立場に追
いやられるからである。
　サラ金業について現在間題、となっていることには二つあると考える。その一
つは，この経営が届出制で誰でも簡単に営業ができるということであり，いま
一つばその金利がきわめて高いということであ飢
　まず第一の問題点であるが，現在サラ金業に適用されている法律である出資
法（出資の受入，預げ金及び金利等の取締等に関する法律）によれば，営業は
大蔵大臣に届け出さえすればよいことになっている（実際には同法第10条で，
犬蔵大臣のこの権隈は都道府県知事に委任されている）。すなわち，どんな人
格でも，また資本金がいくらでも，届け出さえすればよいのである（この届げ
出数ば52年9月現在では実に16万を越えているといわれるが，廃業届けをして
いないものが相当多いL，現に営業している実数は明確ではない）。ここに時
に新聞沙汰になるような悪徳業者がはびこる素地があるといえる。
　次に第二の問題の金利であるが，サラ金業は上記した出資法を拠りどころと
Lて，日歩30銭（年利109．5％）まで利息を取ることができる（現在日歩20～
28銭ぐらいのところが多い）。Lかし周知の通り利息制限法では，10万円未満
の貸付については年利20％（10万円以上100万円未満は年利18％，100万円以
上は年利15％）以上は取れないことになっている。つまりサラ金業は出資法に
よる金利と利息制隈法による金利とのあいだの一種のグレイ・ゾー：■（灰色地
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帯）で営業しているわけである。
　そこで第一の間題については，現在の届け出制を免許制に直すことが必要で
あり，第二の問題については，出資法に拠る金利と利息制隈法に拠るそれとの
あいだをいかに調整するかがポイソトになる。しかしこの二つのことはそれぞ
れ別々のことではない。というのは，サラ金業を免許制にすることに反対する
意見があるが，その有力な理由として，サラ金業は金利の点で上記したような
グレイ・ゾーンのところで営業しており，Lかも矛回息制隈法を越えた金利につ
いては，遇去の判例ではサラ金業者が保護きれないケースが多く，このような
法的保護を受けないよ5なものに，当局が許可を与えて育成する二とには問題
が残るということが挙げられているからである。
　もちろん現在のサラ金業界をそのま割こしておいて免許制にすることには間
題があるし，といって，届け出制のま重放置Lておくことは，消費者保護の立
場からも許されない。そこで一定の時問的経遇を織りこんだ強い法的措置が必
要であろう。できれば米国の消費者金融会杜（cOnSu㎜er肋a皿ce　cO㎜panies）
を律する小口貸付法のごときものの制定が望まれる。＝7〕
　犬蔵省は53年3月に全銀協，地銀協，信託協会，相銀協，全信協，生保協会，
損保協会の7金融団体に対し，サラリーマン金融業著への融資について自粛を
要誇Lねそれは既述のようにサラ金業は大手のものでも年70％台の金禾Oで，
かかる高利に対する杜会的批判が高まっているし，また出資法の上隈である
109，5％を越える違反金利で検挙されたり，厳しい債権取立てで杜会的問題と
なっているものもあるからである。
　現在，大蔵省は外資系消費老金融会杜のわが国への上陸を許している。そし
て52年7月には日本アブコ・ファイナソシャル・サービスが，また53年4月に
はジャバン・ハワイ・ファイナソスが，さらに8月には日本ベネフィシャル・
コーポレーショソが，年利48％で営業を開始している。かかる外資系金融会杜
の上陸は，わが国サラ金業の整理に影響を与えるものと思われる口
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　なお，いわゆるサラ金業者ではないが，信販会杜やクレジヅト・カート会杜
は，その金利は一般にサラ金業着よりは低いが，利息制隈法を越える金利で貸
付（ローソ）をしていることが相当に多い。しかもこれらは本来の業務である
割賦債権の買取りや消費老に対する代金立替え払いなど以上に，ローンの方向
に力を注いでいる。そこでこの方面についてもこんご問題が展開されると思わ
れる。
　以上，われわれはごく最近においてわが国消費者金融分野にあらわれた新現
象にっいてみてきた。そしてこれらの現象が，消費者金融の発展過程において
当然現われるべきものであったことも理解できたであろう。そこでこのような
新しい発展を全体的にまとめ，消費老金融に新しい秩序づけをすることが，こん
ご金融機関にとっての大きな課題であり，またそれが消費者への真のサービス
につながるものといえよう。帽〕
注（1）いずれの銀行の新型ローソも，50万円まではキャッシュカードカミ利用できるほか，
　　かかる顧客に150～200万円までを別口で窓口を通し貸出すルートをつくっている。
　（2）最近・目本信販はじめ多くの信販会杜が，本来の業務である割賦債権の貿取りと
　　同時に，顧客への直接貸付（日一ソ）に力を注ぐ傾向がみられる。
　（3）クレジット・カードがいかに若年層に歓迎されているかは，昭和49および50年度
　　における目本割賦協会の調査等によっても明らかである邊
　（4）回転式信用の特色については拙稿「日米爾国における割賦販売の概況」　（日本商
　　店連盟「チケットビジネスマニュアル」52牢10月）等を参照されたい。
　（5）住宅金融の金利は，借手である消費老の側からのみならず，住宅金融に景気調整
　　手段としてのスタピライザー的機能を果させる点からも検討する必要がある・この
　　点については拙著「消費者金融」　（目本経済評論杜，53年8月）第5章を参照され
　　たい。
　（6）この具体的た一例としては，The　Future　of　Commercial　BaIlking，edited　by
　Wray　O．Candilis，1975，pp．76～78を参照邊
（7）米国の消費者金融会杜は，近年，商業銀行の傘下に入る傾向がみられるが，これ
　　については拙稿「個人金融活発化の背景と今後」（「金融ジャーナル」1978年上期増
　　刊号一53年8月）を参照されたい。
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（8）わが国における消費者信用全体の動向については拙稿「消費老信周制度の発展と
　間題点」（rジュリスト」N0－664－53年5月）を参照されたい。
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